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VOLTER Oyについて



フィンランド・ケンペレで１９９８年に創業
代表者 Jarno Haapakoski

創業者のJuha Sipila は現フィンランド首相

彼が気に入った別荘地のエコビレッジがオフグリッドであっ
たことから、自給自足の小型CHPを開発。
フィンランドのVTTが開発に協力
現モデルのVolter40は２０１４年から製造開始



VOLTER JAPANについて



VOLTER JAPAN株式会社
VOLTER JAPAN株式会社

■本社
〒018-3301 秋田県北秋田市綴子古関83
TEL : 0186-67-6015 FAX : 0186-67-6016

■秋田支店
〒010-0951 秋田県秋田市山王2-1-60 
アイデックスビル2階B号室
TEL : 018-853-0555 FAX : 018-827-7104

資本金 2,000万円
代表取締役 岩崎 聡樹

世界9カ所のVolter代理店の１つ
として 2016年に設⽴



Volter40 導入の背景



製材 製紙 大型バイオマス
発電所

林業

輸入木材

未利用木材

地域由来の木材

大型バイオマス発電の導入要件

・大量の木材ニーズ
・大量の工業用水
・大量の系統余力
・上記の条件を満たす用地

例）出力5MWのバイオマス発電所

チップ調達量：60,000トン
工 業 用 水 ：年間6～9,000万円
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製材 製紙

超小型バイオマス

林業

未利用木材

地域由来の木材

超小型バイオマス発電は、大型バイオマスと比べて非常に少ない木材で稼働

できるため、地域で供給可能な木材量に合わせた設置を行えます。また、製

品サイズも非常にコンパクトなため、街中での設置が可能です。地域で供給

可能な木材量に合わせて街中に設置することで、熱も有効利用。地域でエネ

ルギーの地産地消を促進することができます。
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超小型バイオマス

超小型バイオマス

公共施設

工場

農業

住宅

市町村（地域エネルギー会社）

例）Volter40 1台設置
チップ調達量：520トン
工 業 用 水 ：0万円



Volter40 製品概要









破砕チップ切削チップ

含水率 15％以下 ▼ 年間の調達量目安 ▼

含水率50％ ⇒ 約520t 含水率15％ ⇒ 約310t



連続運転データシート

１）発電端出力：39.4kW
２）熱 出 力：99.9kW
３）チップ消費量：815kg/日
４）灰排出量：19.1kg/日

５）凝縮水排出量：18.2L/日
６）チップ含水率：14.6wt%
７）ガス化炉温度：1,035℃

連続運転Average



Volter40 製品特徴







活用シーン







導入事例



Volter 40導入事例

Terraced residential area, Oulu, Finland （Volter 40）

熱電併給 グリッド接続
＋オフグリッド

住宅利用 住宅利用

CHP Plants Alpua, Finland Volter 30

グリッド接続熱電併給

地域収材ZEH
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■ 道の駅 たかのす(秋田県北秋田市）



DWG. No. SCALE

REV.

■ 秋田農福連携発電所（秋田県潟上市）



■ VOLTER JAPAN本社（秋田県北秋田市）



現状の課題



Volter40に適合可能な乾燥チップをいかに安定して供給できるか。

15%以下と規定

含水率が18%程度のチップが17ｇ混入する事でガス化炉が800度に低下

燃料チップ管理を確実に行う事により、安定的な稼働をするシステム

VOLTER JAPANとして燃料品質基準の構築を実施



Volter40の魅力ご静聴ありがとうございました


